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害学生数（診断書有）は前年比 20.6％増の 4150 人
と増加傾向にある（日本学生支援機構，2017a）。また
同調査の 2007 年度と2016 年度を比較すると，「専門
部署・機関」を設置する学校数は 44 校から196 校へ，
















































































2.4 サポ トールームと保健センター 専任の構成員
　サポ トールームの専任職員は教員（臨床心理士）
1 名，事務補佐員 3 名である。また，保健センター は，セ
ンター 長（内科・産業医，教授）1 名，精神科医（准
教授）1 名，保健師 1 名，看護師 1 名，カウンセラー （非
常勤職員）2 名，メンタルサポ ターー （事務補佐員）3
名となっている。
2.5 サポ トールームの相談人数と支援の現状
　2014 年度は，実人数 14 名（延べ 142 件），配慮申
請件数 0 件，2015 年度は，実人数 24 名（延べ 290 件）
内，配慮申請件数 2 件，2016 年度は，実人数 47 名（延
べ 281 件），配慮申請件数 9 件であった（表 1 参照）。
2.6 支援する学生の特徴

































































































































ル プーミー ティング」や「ソー シャルスキルトレーニング」，
スポ ツーや調理活動などを行う「グル プー活動」があ











































































































































































































































は，保健師とメンタルサポ ターー が，学生とともにスポ ツー
を行っている。保健師やメンタルサポ ターー は，卓球や
サッカー などの経験者であり，その経験を活かして指導







































































































1 人 1 人の抱える困難，つまり困り事によく耳を傾け，柔軟
な支援を提供することが求められる。
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注
[1] 高石（2009）によれば，高等教育機関である大学は，学生を
社会に送り出すこと，すなわち「学ぶものから働く者へ」「与
えられる者から与える者へ」の移行を助ける使命も担うとさ
れている。これは，障害の有無に関わらず，高等教育機関は
社会に出る前の最後の教育機関として，大学生の自立を促
すという「学生支援」の考えと本質的に変わらない。
[2] 障害や病気などにより，学生生活に相当な制限を受ける学生
を対象に配慮が必要かどうか，全新入生に対して郵送調査
を行うもので，希望した保護者や新入生が入学前に個別相
談を受けることができる。
[3] 医師による診断の有無を問わない，教師の行動観察の結果
である。
